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３
月
５
日
（
水
）、
卒
業
し
た
の
は
、

男
15
名
・
女
15
名
の
計
30
名
。

  

３
月
19
日
（
水
）、
卒
業
し
た
の
は
、

男
17
名
・
女
11
名
の
計
28
名
。
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蓬
田
村
表
彰
式

　
蓬
田
村
表
彰
式

　
蓬
田
村
表
彰
式

　
蓬
田
村
表
彰
式

　
蓬
田
村
表
彰
式

　
３
月
14
日（
金
）、村
表
彰
式
が
ふ

る
さ
と
総
合
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
本
年
度
の
表
彰
に
は
長
年
、教
育
、

政
治
、
各
般
に
わ
た
っ
て
活
動
さ
れ

た
２
人
が
受
賞
し
ま
し
た
。

【【【【【
特
別
功
労
表
彰

特
別
功
労
表
彰

特
別
功
労
表
彰

特
別
功
労
表
彰

特
別
功
労
表
彰
】】】】】

▼▼▼▼▼
張
間
鐵
男
さ
ん
（
長
科
）

○
村
教
育
委
員
会
委
員
長
及
び
委
員
と
し
て
村
の

　
教
育
の
振
興
と
発
展
に
多
大
な
貢
献
。

【【【【【
功
労
表
彰

功
労
表
彰

功
労
表
彰

功
労
表
彰

功
労
表
彰
】】】】】

▼
八
戸
與
一
郎
さ
ん
（
阿
弥
陀
川
）

○
村
議
会
議
員
と
し
て
地
方
自
治
の
振
興
と
発
展

　
に
多
大
の
貢
献
。

　
受
賞
さ
れ
た
方
は
次
の
と
お
り

で
す
。

受賞した張間鐵男氏

　
み
な
さ
ん
の
、
今
後
の
さ
ら
な
る
ご
活
躍
を
期

待
し
て
お
り
ま
す
。



●
目
的

　
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
方
に
手
当
を
支
給
す

る
こ
と
に
よ
り
家
庭
に
お
け
る
生
活
の
安
定
に

寄
与
す
る
と
と
も
に
、次
代
の
社
会
を
担
う
児

童
の
健
全
な
育
成
及
び
資
質
の
向
上
に
資
す
る

こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

●
支
給
対
象

　
12
歳
到
達
後
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間
に

あ
る
児
童（
小
学
校
修
了
前
の
児
童
）を
養
育
し

て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
前
年

※
現
在
、所
得
額
が
限
度
額
を
超
え
て
い
る
た

め
児
童
手
当
が
支
給
さ
れ
て
い
な
い
方
で
も
、

前
年
の
所
得
額
に
よ
っ
て
は
、６
月
か
ら
支
給

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。そ
の
時
は「
認
定

請
求
書
」の
提
出
が
必
要
で
す
。詳
し
く
は
お

児
童
扶
養
手
当
制
度

児
童
扶
養
手
当
制
度

児
童
扶
養
手
当
制
度

児
童
扶
養
手
当
制
度

児
童
扶
養
手
当
制
度

　
父
母
の
離
婚
な
ど
に
よ
り
、
父
と
生
計
を
同

じ
く
し
て
い
な
い
児
童
を
養
育
し
て
い
る
母
ま

た
は
母
に
代
わ
っ
て
養
育
し
て
い
る
か
た
に
、

児
童
が
18
歳
に
達
し
た
年
度
末（
児
童
に
中
度

以
上
の
障
害
が
あ
る
と
き
は
20
歳
に
達
し
た
月

末
）
ま
で
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

　
支
給
対
象
と
な
る
児
童
の
状
況
は
次
の
と
お

り
で
す
。

・
父
母
が
離
婚

・
父
が
死
亡

・
父
が
政
令
に
定
め
る
障
害
状
態

・
父
か
ら
１
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る

・
父
が
１
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る

・
母
が
未
婚
　
　
等

　
た
だ
し
、次
の
場
合
は
支
給
の
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
。

・
児
童
が
施
設
に
入
所
し
て
い
る
場
合

・
母（
又
は
養
育
者
）若
し
く
は
児
童
が
公
的
年

金（
老
齢
福
祉
年
金
を
除
く
）を
受
給
で
き
る
場

合・
児
童
が
父
の
公
的
年
金
の
加
算
の
対
象
と

な
っ
て
い
る
場
合
　
　
　
等

※
所
得
制
限
も
あ
り
ま
す
の
で
、詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
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籍
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籍
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籍
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籍
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籍
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の
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窓
口
で
の

住
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窓
口
で
の
「
本
人
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本
人
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本
人

「
本
人

「
本
人

確
認
」

確
認
」

確
認
」

確
認
」

確
認
」
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
平
成
20
年
５
月
１
日
か
ら
運
転
免
許
証
、

写
真
付
き
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
な
ど
の
証

明
書
に
よ
る「
本
人
確
認
」が
法
律
上
の
ル
ー

ル
に
な
り
ま
す
。（
住
基
法
は
５
月
１
日
予
定
）

①①①①①
戸
籍
証
明
書

戸
籍
証
明
書

戸
籍
証
明
書

戸
籍
証
明
書

戸
籍
証
明
書
・・・・・
住
民
票
等
が
ほ
し
い
場
合

住
民
票
等
が
ほ
し
い
場
合

住
民
票
等
が
ほ
し
い
場
合

住
民
票
等
が
ほ
し
い
場
合

住
民
票
等
が
ほ
し
い
場
合

●
来
ら
れ
た
方
の
運
転
免
許
証
、
写
真
付
き

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
な
ど
の
写
真
付
き
の

本
人
確
認
書
類
の
提
示
に
よ
り
、
確
認
を
行

い
ま
す
。ま
た
、代
理
人
や
使
い
の
方
に
つ
い

て
は
、さ
ら
に
、委
任
状
な
ど
の
書
面
に
よ
り

代
理
権
限
の
確
認
も
行
い
ま
す
。

●
戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
る
方
、又
は
そ
の
配

偶
者
、
直
系
の
親
族
の
方
に
つ
い
て
は
、
戸
籍

証
明
者
を
利
用
す
る
理
由
の
明
示
は
不
要
で
す
。

●
本
人
等
以
外
の
方
に
つ
い
て
は
、
正
当
な

理
由
を
、
請
求
書
に
詳
し
く
書
く
こ
と
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

●
郵
送
で
は
、
本
人
確
認
書
類
の
写
し
を
同

封
し
、
返
送
先
は
現
住
所
と
す
る
こ
と
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

②②②②②
戸
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出

戸
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出
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出

戸
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出

戸
籍
の
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出
（
養
子
縁
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、

（
養
子
縁
組
、

（
養
子
縁
組
、

（
養
子
縁
組
、

（
養
子
縁
組
、
協
議
離
縁
、

協
議
離
縁
、

協
議
離
縁
、

協
議
離
縁
、

協
議
離
縁
、
婚婚婚婚婚

姻
、
姻
、
姻
、
姻
、
姻
、
協
議
離
婚
又
は
認
知
）

協
議
離
婚
又
は
認
知
）

協
議
離
婚
又
は
認
知
）

協
議
離
婚
又
は
認
知
）

協
議
離
婚
又
は
認
知
）
を
し
た
い
場
合

を
し
た
い
場
合

を
し
た
い
場
合

を
し
た
い
場
合

を
し
た
い
場
合

●●●●●
窓
口
に
来
ら
れ
た
方
に
つ
い
て
、「
本
人
確

認
」を
行
い
ま
す
。「
本
人
確
認
」の
方
法
は
、戸

籍
証
明
書
の
交
付
請
求
の
場
合
と
同
様
で
す
。

●
窓
口
に
来
ら
れ
た
方
が
、
縁
組
等
の
ご
本
人

で
あ
る
と
確
認
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
に
は
、

縁
組
等
の
届
出
が
受
理
さ
れ
た
こ
と
を
ご
本
人

に
通
知
し
ま
す
。

●
自
分
自
身
が
窓
口
に
来
た
こ
と
が
確
認
で
き

な
い
場
合
に
は
、
縁
組
等
の
届
出
を
受
理
し
な

い
よ
う
、
あ
ら
か
じ
め
村
長
に
申
出
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す（
以
下「
不
受
理
申
出
」と
い
い
ま

す
。）。不
受
理
申
出
及
び
そ
の
取
下
げ
は
、村
の

窓
口
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、「
本
人
確

認
」を
行
い
ま
す
。「
本
人
確
認
」の
方
法
は
、戸

籍
証
明
書
の
交
付
請
求
の
場
合
と
同
様
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

役
場
　
住
民
生
活
課
　
住
民
班

℡
２
７
ー
２
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１
１

児児児児児     

童童童童童     

手手手手手     
当当当当当     
制制制制制     

度度度度度

（
１
月
か
ら
５
月
ま
で
の
月
分
の
手
当
に
つ
い
て

は
前
々
年
）
の
所
得
が
所
得
制
限
限
度
額
以
上

の
場
合
に
は
、児
童
手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

●
支
給
額
（
月
額
）

・
３
歳
未
満
の
児
童
　
一
律
　
　
　
１
万
円

・
３
歳
以
上
の
児
童
　
第
一
子
　
　
５
千
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
子
　
　
５
千
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
子
以
降
１
万
円

●
支
払
期
間

　
毎
年
２
月
、
６
月
、
10
月
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の

前
月
分
ま
で
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
所
得
制
限
限
度
額

扶養親族 国民年金加入者等 厚生年金等加入者
等の数
　
 ０人   4,600,000 円　  5,320,000円　　　
　
 １人　 4,980,000 円　  5,700,000 円

 ２人　 5,360,000 円　  6,080,000 円

 ３人　 5,740,000 円　  6,460,000 円　

 ４人　 6,120,000 円　  6,840,000 円

 ５人　 6,500,000 円　  7,220,000 円　　　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

役
場
　
住
民
生
活
課
　
福
祉
班

２
７
ー
２
１
１
１



特
別
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養
手
当
制
度
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度

特
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養
手
当
制
度

特
別
児
童
扶
養
手
当
制
度

特
別
児
童
扶
養
手
当
制
度

　
20
歳
未
満
の
障
害
児
を
監
護
し
て
い
る
父

又
は
母
、
も
し
く
は
父
母
に
か
わ
っ
て
を
障

害
児
を
養
育
し
て
い
る
人
で
県
が
認
定
し
た

か
た
に
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
次
の
場
合
は
支
給
の
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。

・
児
童
が
施
設
に
入
所
し
て
い
る

・
児
童
が
障
害
を
支
給
事
由
と
す
る
公
的
年
金

を
受
給
で
き
る
場
合
　
　
等

※
所
得
制
限
も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　

サ
ミ
ッ
ト
警
備
等
に

サ
ミ
ッ
ト
警
備
等
に

サ
ミ
ッ
ト
警
備
等
に

サ
ミ
ッ
ト
警
備
等
に

サ
ミ
ッ
ト
警
備
等
に

　
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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８
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平
成
平
成
平
成
平
成
平
成
2020202020
年
４
月
か
ら
児
童
扶
養
手
当
の

年
４
月
か
ら
児
童
扶
養
手
当
の

年
４
月
か
ら
児
童
扶
養
手
当
の

年
４
月
か
ら
児
童
扶
養
手
当
の

年
４
月
か
ら
児
童
扶
養
手
当
の

     

一
部
支
給
停
止
措
置
が
行
わ
れ
ま
す

一
部
支
給
停
止
措
置
が
行
わ
れ
ま
す

一
部
支
給
停
止
措
置
が
行
わ
れ
ま
す

一
部
支
給
停
止
措
置
が
行
わ
れ
ま
す

一
部
支
給
停
止
措
置
が
行
わ
れ
ま
す
。。。。。

　　　　　
母
子
家
庭
等
に
支
給
さ
れ
て
い
る「
児
童
扶

養
手
当
」
に
つ
い
て
は
、
受
給
か
ら
５
年
を
経

過
す
る
な
ど
の
場
合
、一
部
が
支
給
停
止
と
な

り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
就
労
中
で
あ
る
な
ど
の
場
合
、
所

定
の
手
続
き
を
取
れ
ば
支
給
が
停
止
さ
れ
ま
せ

ん
。

　
一
部
支
給
停
止
の
対
象
と
な
る
方
に
は
、
事

前
お
知
ら
せ
が
届
き
ま
す
の
で
、
そ
れ
に
沿
っ

て
期
限
ま
で
に
必
ず
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　

役
場
　
住
民
生
活
課
　
福
祉
班

２
７
ー
２
１
１
１

妊
婦
さ
ん
に
お
知
ら
せ

妊
婦
さ
ん
に
お
知
ら
せ

妊
婦
さ
ん
に
お
知
ら
せ

妊
婦
さ
ん
に
お
知
ら
せ

妊
婦
さ
ん
に
お
知
ら
せ

　
村
で
は
、
安
心
し
て
お
産
を
す
る
た
め
に
、

母
子
健
康
手
帳
を
交
付
す
る
際
、妊
婦
健
診
に

か
か
る
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
た
め
、現
在

２
回
分
の
無
料
健
診
票（
妊
婦
委
託
健
康
診
査

受
診
票
）を
交
付
し
て
い
ま
す
が
、平
成
20
年

４
月
１
日
か
ら
７
回
ま
で
増
や
し
て
交
付
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
妊
婦
の
状
況
に
よ
っ
て
は
検
査
の
時
期
や
回

数
な
ど
が
変
わ
っ
た
り
、医
療
機
関
に
よ
っ
て

は
、独
自
に
公
費
負
担
項
目
以
外
に
も
検
査
を

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、そ
の
検
査
に
つ
い

て
は
公
費
負
担
と
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
下

さ
い
。

　
青
森
県
で
は
、
早
産
等
に
よ
る
小
さ
な
赤

ち
ゃ
ん
の
生
ま
れ
る
割
合
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。妊
婦
健
診
を
き
ち
ん
と
受
け
健
康
で
無
事

な
お
産
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。お
問
い
合
わ
せ
は

住
民
生
活
課
健
康
班
ま
で
。

乳
幼
児

乳
幼
児

乳
幼
児

乳
幼
児

乳
幼
児
・・・・・
児
童
医
療
費
給
付

児
童
医
療
費
給
付

児
童
医
療
費
給
付

児
童
医
療
費
給
付

児
童
医
療
費
給
付

に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

　
村
で
は
、現
在
の
乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度

の
内
容
を
、平
成
20
年
４
月
か
ら
、現
行
制
度

と
同
様
に
一
定
の
所
得
制
限
を
設
け
12
歳
児
ま

で（
小
学
校
卒
業
ま
で
）医
療
費
全
額
を
助
成

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。詳
し
く
は
住
民
生

　
８
年
に
一
度
、日
本
で
開
催
さ
れ
る
主
要
国

首
脳
会
議
（
サ
ミ
ッ
ト
）
は
、
今
年
７
月
に
北

海
道
洞
爺
湖
で
開
催
さ
れ
ま
す
が
、こ
れ
に
伴

う
関
係
閣
僚
会
議
の
ひ
と
つ
で
あ
る「
Ｇ
８
エ

ネ
ル
ギ
ー
大
臣
会
議
」が
６
月
７
〜
８
日
青
森

市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
過
去
の
イ
ギ
リ
ス
・
グ
レ
ン
イ
ー
グ
ル
ズ
や

ド
イ
ツ
・
ハ
イ
リ
ゲ
ン
ダ
ム
サ
ミ
ッ
ト
で
は
開

催
地
に
限
ら
ず
他
地
方
で
も
、同
時
多
発
テ
ロ

や
暴
動
な
ど
の
不
法
事
案
が
発
生
し
、多
く
の

死
傷
者
を
だ
し
ま
し
た
。

　
警
察
で
は
、こ
の
よ
う
な
国
際
テ
ロ
な
ど
の

不
法
事
案
を
未
然
防
止
し
、安
全
で
安
心
な
県

民
生
活
を
確
保
す
る
た
め
に
開
催
期
間
の
前
後

に
警
戒
警
備
を
強
化
し
ま
す
。

　
県
民
の
皆
さ
ん
に
は
警
戒
警
備
活
動
に
対
す

る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
次
の
よ
う
に
「
何
か
お
か
し
い
」
と
感

じ
た
ら
110
番
を
し
て
く
だ
さ
い
。テ
ロ
リ
ス
ト

等
は
必
ず
下
見
を
し
て
い
ま
す
。

          

不
審
と
思
う
着
目
点

不
審
と
思
う
着
目
点

不
審
と
思
う
着
目
点

不
審
と
思
う
着
目
点

不
審
と
思
う
着
目
点

●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
見
か
け
な
い
車
が
、長
時
間
駐
車
し
て
い
る

●
　
見
か
け
な
い
人
が
、
メ
モ
や
写
真
、
ビ
デ

　
オ
を
撮
影
し
た
り
何
度
も
行
っ
た
り
来
た
り

　
し
て
い
る

●
　
電
車
や
バ
ス
の
車
内
等
に
荷
物
を
置
き
去

　
ろ
う
と
し
て
い
る

●
　
天
候
に
あ
わ
な
い
よ
う
な
不
自
然
な
服
装

　
を
し
て
い
る

●
　
そ
の
他
普
通
と
は
異
な
り「
何
か
お
か
し

　
い
な
」
と
感
じ
る
こ
と

　
外
ヶ
浜
警
察
署
で
は
、「
Ｇ
８
エ
ネ
ル
ギ
ー
大

臣
会
議
」及
び「
北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
」の

開
催
中
は
、青
函
ト
ン
ネ
ル
等
公
共
交
通
機
関

の
施
設
に
対
す
る
警
戒
警
備
を
強
化
し
ま
す
。

青
森
県
警
察
本
部
警
備
第
二
課

　
電
話
０
１
７
（
７
２
３
）
４
２
１
１

外
ヶ
浜
警
察
署
　

　
電
話
０
１
７
４
（
２
２
）
２
２
１
１

活
課
健
康
班
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

●
現
行
制
度

　
０
歳
か
ら
４
歳
未
満
は
外
来
・
入
院
費
、４

歳
か
ら
７
歳
未
満
は
入
院
費
の
自
己
負
担
を
助

成
。

●
平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら

　
０
歳
か
ら
12
歳
ま
で
（
小
学
校
卒
業
ま
で
）

の
外
来
・
入
院
費
の
自
己
負
担
分
を
助
成
。

役
場
　
住
民
生
活
課
　
福
祉
班

２
７
ー
２
１
１
１
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児童川柳　

ペンシル
題題題題題　　　　　「「「「「     おおおおお     別別別別別     れれれれれ     」」」」」

おかじょうき川柳社

地
位

人
位

五
客

佳
作

112
☆
天
位
天
位
天
位
天
位
天
位

お
わ
か
れ
は
と
て
も
か
な
し
い
ま
だ
か
な
し
い

お
わ
か
れ
は
と
て
も
か
な
し
い
ま
だ
か
な
し
い

お
わ
か
れ
は
と
て
も
か
な
し
い
ま
だ
か
な
し
い

お
わ
か
れ
は
と
て
も
か
な
し
い
ま
だ
か
な
し
い

お
わ
か
れ
は
と
て
も
か
な
し
い
ま
だ
か
な
し
い

６
年

髙髙髙髙髙     

田
　
田
　
田
　
田
　
田
　     

彩彩彩彩彩
　　　　　
さ
ん

国
際
交
流
会
の
集
い
開
催

国
際
交
流
会
の
集
い
開
催

国
際
交
流
会
の
集
い
開
催

国
際
交
流
会
の
集
い
開
催

国
際
交
流
会
の
集
い
開
催

　
３
月
15
日
（
土
）、
ふ
る
さ
と
総
合
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
英
語

指
導
助
手
の
ア
ビ
デ
ミ
さ
ん
、ア
ビ
デ
ミ
さ
ん
の
友
だ
ち
３
人
、会

員
、
児
童
等
が
参
加
し
、
蓬
田
村
国
際
交
流
会
（
会
長
松
本
淳
司
）

の
集
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
友
だ
ち
の
カ
ル
ー
ゾ
・
ア
レ
サ
ン
ド
ロ
さ
ん（
イ
タ
リ
ア
）、マ
ー

前月比

3,387　人 （-  9）

1,602　人 (-  7)

1,785　人 (-  2)

1,149　戸 (-  4)

泰　　之

中 村 (

百　　子

邦　　宏

真 紀 子

寺 田  幸 一

宮 田   昭

福 田  石 松

赤 坂  キ ク

福 井 一二三

福 井  フ ヨ

松 本   弦
                           げん

( 男の子

世帯数

女の子

女の子

　　 　香 凛
 か      りん

戸　籍　の　窓　口

総人口

2月29日      現在

２月受付分

人口と世帯数

男

女

（郷　　沢 ７２歳）

（郷　　沢 ９８歳）

お誕生おめでとうございます

       桜 子
さくら    こ

（郷　　沢 ８９歳）

（郷　　沢 ７３歳）

（蓬　　田 ７９歳）

おくやみ申し上げます

（阿弥陀川 ４７歳）

き
つ
い
け
ど
と
も
だ
ち
だ
か
ら
さ
よ
う
な
ら

あ
り
が
と
う
い
ま
ま
で
ず
っ
と
あ
り
が
と
う

バ
イ
バ
ー
イ
ツ
バ
メ
の
両
親
ま
た
き
て
ね

か
ん
た
ん
に
さ
よ
う
な
ら
と
は
い
え
な
い
ね

ま
た
あ
お
う
雪
と
や
く
そ
く
し
た
ん
だ
よ

六
年
生
部
屋
を
わ
た
し
て
い
な
く
な
る

さ
よ
う
な
ら
み
ん
な
の
顔
か
ら
雨
が
ふ
る

ふ
ゆ
は
す
ぎ
あ
な
た
に
は
る
を
と
ど
け
ま
す

は
く
ち
ょ
う
が
は
ね
を
ひ
ろ
げ
て
と
び
た
つ
よ

さ
よ
う
な
ら
え
が
お
で
お
く
っ
て
あ
げ
な
く
ち
ゃ

み
な
さ
ん
の
さ
よ
う
な
ら
が
た
ま
ん
な
い

さ
び
し
い
な
わ
た
し
は
い
つ
も
き
み
の
そ
ば

お
わ
か
れ
は
さ
み
し
す
ぎ
る
よ
ま
た
あ
お
う

さ
よ
う
な
ら
そ
つ
ぎ
ょ
う
し
き
に
そ
う
い
っ
た

さ
よ
う
な
ら
つ
ぼ
み
が
で
き
た
ら
ま
た
あ
お
う

さ
よ
う
な
ら
き
っ
と
い
つ
か
は
く
ち
に
す
る

お
わ
か
れ
は
き
ん
ち
ょ
う
せ
ず
に
が
ん
ば
る
ぞ

お
別
れ
で
す
お
そ
く
て
な
が
い
六
年
間

さ
よ
う
な
ら
で
も
ま
た
い
つ
か
あ
え
る
よ
ね

み
ん
な
と
は
卒
業
し
て
も
い
っ
し
ょ
だ
ね

さ
よ
う
な
ら
ま
た
３
年
後
に
も
さ
よ
う
な
ら

元
気
で
ね
わ
す
れ
な
い
か
ら
こ
の
こ
と
は

坂
本
智
也

坂
本
智
也

坂
本
智
也

坂
本
智
也

坂
本
智
也

福
井
龍
青

福
井
龍
青

福
井
龍
青

福
井
龍
青

福
井
龍
青

工
藤
光
彦

工
藤
光
彦

工
藤
光
彦

工
藤
光
彦

工
藤
光
彦

高
田
颯

高
田
颯

高
田
颯

高
田
颯

高
田
颯

下
山
北
斗

下
山
北
斗

下
山
北
斗

下
山
北
斗

下
山
北
斗

清
水
梨
央

清
水
梨
央

清
水
梨
央

清
水
梨
央

清
水
梨
央

渡
辺
智
貴

渡
辺
智
貴

渡
辺
智
貴

渡
辺
智
貴

渡
辺
智
貴

小
松
美
裕

小
松
美
裕

小
松
美
裕

小
松
美
裕

小
松
美
裕

清
水
康
耀

清
水
康
耀

清
水
康
耀

清
水
康
耀

清
水
康
耀

坂
本
若
菜

坂
本
若
菜

坂
本
若
菜

坂
本
若
菜

坂
本
若
菜

奥
村
礼
人

奥
村
礼
人

奥
村
礼
人

奥
村
礼
人

奥
村
礼
人

稲
葉
佳
音

稲
葉
佳
音

稲
葉
佳
音

稲
葉
佳
音

稲
葉
佳
音

三
上
亮

三
上
亮

三
上
亮

三
上
亮

三
上
亮

津
嶋
真
穂

津
嶋
真
穂

津
嶋
真
穂

津
嶋
真
穂

津
嶋
真
穂

砂
田
佳
菜

砂
田
佳
菜

砂
田
佳
菜

砂
田
佳
菜

砂
田
佳
菜

寺
田
美
理

寺
田
美
理

寺
田
美
理

寺
田
美
理

寺
田
美
理

小
猿
翔
也

小
猿
翔
也

小
猿
翔
也

小
猿
翔
也

小
猿
翔
也

八
幡
教
太

八
幡
教
太

八
幡
教
太

八
幡
教
太

八
幡
教
太

田
中
慎
弥

田
中
慎
弥

田
中
慎
弥

田
中
慎
弥

田
中
慎
弥

杉
田
芽
美

杉
田
芽
美

杉
田
芽
美

杉
田
芽
美

杉
田
芽
美

福
井
海
青

福
井
海
青

福
井
海
青

福
井
海
青

福
井
海
青

加
藤
愛
美

加
藤
愛
美

加
藤
愛
美

加
藤
愛
美

加
藤
愛
美

５
年

５
年

４
年

５
年

４
年

４
年

４
年

３
年

３
年

４
年

４
年

１
年

１
年

５
年

５
年

５
年

６
年

６
年

５
年

６
年

６
年

６
年

天位天位天位天位天位　彩さんのこの句は下５が
「まだかなしい」と６になってい
ます。ここが彩さんの一番言い
たかったところでこの句を決定
づけています。５にできなかっ
たのでしょう。
地位地位地位地位地位　友達だからさよならを言
わないというのが普通ですが、
智也くんは逆の発想をしていま
す。それが智也くん独特の考え
方であり、この句をここまで引
き上げました。
人位人位人位人位人位　龍青くんは「お別れ」と
か「さようなら」という言葉を
使わなかった。お別れの時自分
で言うべき言葉を綴ってお別れ
の句を作りました。立派です。

　３月は卒業の月でお別れの
シーズン。句に採り上げられる
のは人間だけかと思っていたら
光彦君はツバメ、北斗くんは雪、
梨央さんは教室を採り上げてく
れました。いろんなことを考え
ているのが人間ですから、いろ
んなお別れの句ができて当然で

す。

テ
ィ
ン
さ
ん
（
ア
メ
リ

カ
）、カ
リ
ー
ナ
・
ピ
ア
ス

さ
ん（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）

は
、デ
ザ
ー
ト
を
作
り
、会

員
は
そ
ば
と
手
巻
き
寿
司

を
作
り
、
児
童
等
は
そ
れ

を
手
伝
い
ま
し
た
。

　
昼
食
後
、
３
人
の
自
己

紹
介
と
各
国
と
日
本
と
の

習
慣
の
違
い
に
つ
い
て
、

話
し
ま
し
た
。


